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⑨
町
民
税

昭
和
三
十
九
年
度
.
町
民
税

所
得
割
に
つ
い
て、

つ
ぎ
の
点

が
改
正
さ
れ
ま
し
た。

〔所
得
金
額
か
ら
扶
聾
控
除
〕

従
来
白
扶
費
家
族
白
控
除
は

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
三
百
五

拾
円
の
税
額
控
除
を
行
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、

一一
一十
九
年
度

か
ら
扶
養
親
族
の
数
に
応
じ
て

所
作
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

控
除
金
額
は
、 ル仇
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の
【
町
民
税
関
定
資
産
税
】

部

が

り

ま

し
た

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
な
っ
て
町
税
象
例
が
改
正

さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
度
分
か
ら
次
の
よ
う
に
実
箆
す

る
己
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

dh 
Oζ 

ロ
-
人
目
は
四
万
円

口
二
人
目
以
下
は
三
万
円
で
す

(専
従
者
控
除
を
引
き
上
げ
〕

専
従
者
税
制
控
除
に
つ
い
て

は、

青
色
申
告
事
業
専
従
者
の

税
額
控
除
を
.

『
八
百
円
」
か
ら

『
千
六
百
円

」
に、

白
仏
両
-
告
事
業
専
従
者
の
税
額

控
除
は

『
四
百
円
」
か
ら

ご
干
円
』

に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
金
上
げ
ま
し

た
。

〔非
観
税
額
の
引
き
ょ
げ
〕

障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年

者
‘
文
は
寡
婦
に
つ

い
て
の
非

課
教
の
範
囲
を
.

『十
八
万
円
』
か
ら

「
二
十
万

円
』
に
引
一一き
上
げ
ま
し
た
。

-
道
民
税
所
得
割
の
算
出
方
法

は

r昭
和
三
十
λ
年
度
と
問
械

で
す
。

百
五
十
万
円
以
下
白
金
額
は
、

百
分
の
二

百
五
十
万
円
を
超‘
え
る
金
額
は

百
分
の
四
で
す
。
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発行所今金町役場

-
新
築
住
宅
は
、

税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

⑨
固
定
資
産
税

次
由
要
件
に
骸
当
す
る
場
合

固
定
資
産
税
白
二
分
自
一
に
相

当
す
る
額
士
新
築
桂
三
年
間
軽

減
し
ま
す
@

①
昭
和
三
十
七
年

一
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
八
年

一
月
一
日
ま

で
に
建
築
さ
礼
士
、

床
面
積
二

十
坪
以
下
の
も
の
で
建
築
白
日

か
ら
引
ぎ
軌
一一き
も
つ
ば
ら
居
住

白
川
に
供
し
て
い
る
も
白
。

床
雨
時
間
が
十
五
停
を
ζ

え
る

場
合
は
、
ー
五
坪
に
相
当
す
る

額
を
、
附
和
三
十
九
年
度
か
ら

軽
減
し
ま
す
。

②
昭
和
三
十
八
年
-
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
九
年
一

月
-
固
ま

で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
も
白
で

居
住
部
分
白
床
而
積
が
そ
白
家

屋
の
床
面
積
の
二
分
自

一
以
上

の
も
の
。

共
同
住
宅
〔
併
用
住
宅
)
等

は
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た

一つ

の
床
面
積
白
も
の

G

。
宅
が
そ
れ
ぞ
れ
八
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
(
約
二
十
五
坪
)
.

以
下
の
も
白
で、

鯨
桂
台
帳
に

登
録
さ
れ
た一
】て
三
平
方
メ
ー

ト
ル
(
約

二
時
)
当
り
白
価
格

が
新
築
さ
れ
た
年
度
以
降
引
き

，
 

d

・4

続
き
八
万
円
H
耐
火
建
築
物
は

十
二
万
円

H
m晶
耐
火
建
築
物

は
十
万
円
日
以

F
の
も
の
で
あ

'Q

こ
介、ロ

土
地
の
免
税
点
を

引
き
上
げ
図

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
昭
和

四
十
-
年
度
ま
で
、
土
地
白
免

税
点
は
従
来
の
二
万
円
か
ら
.

二
万
四
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
‘

従
つ

τ所
有
し
て
い
る
土
地
目

線
説
台
帳
巨
畳
録
さ
れ
た
評
価

額
の
合
計
が
二
万
四
平
円
未
満

白
場
合
は
、
そ
の
土
抱
に
固
定

資
産
税
は
、
烈
税
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
ロ

国
定
資
産
説
田
嗣
期

昭
和
三
十
九
年
度
の
固
定
資

産
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第

一
期
分

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一

臼
ま
で

第
二
期
分

九
月
}
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で

第
三
期
分

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
三

十
固
ま
で

--

⑨
蛍
光
灯
の
寿
A

叩
⑨

盛
光
灯
は
使
っ
て
い
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
明
る
さ
が
な
く
な

り
ま
す
。

蛍
光
灯
白
寿
命
と
は
薪
ら
し
い

と
き
白
光
度
を
一

O
Oと
し
て

八
O
%
以
上
回
明
る
き
を
保
っ

て
い
る
時
間
を
い
い
ま
す
。

こ
白
寿
命
の
長
い
短
い
は
、

つ
け
た
り
、
消
し
た
り
す
る
回

数
と
、
つ
け
つ
放
し
に
し
て
い

る
時
間
に
関
係
し
て
き
ま
す
ロ

普
通
-
日
三
回
の
点
減
、

一

回
の
点
灯
時
間
を
三
時
間
と
し

て
.
棒
状
白
も
白

(叩

・
6
・

8
W
)
で
三
千
時
間
.
丸
形
サ

l
ク
ラ
イ
ン
で
五
平
か
ら
六
平

時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
点
滅
を
数
多
〈
し
ま
す
と

寿
命
が
短
〈
止
り
ま
す
が
、
ふ

.

3

つ
う
、
十
五
分
川
上
席
を
は
ず
'

-4

し
必
要
な
い
と
思
わ
乱
る
と
き
・
い
一

は
、
泊
し
て
お
く
D
H
F
経
済
約

九

一

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一一

¥

U

U

V

t

e

山

J

k

v

u

u

a

t
二割

制
一
叫

き

t 

すFv 

e
t

もど
%
、
住



刷、
温
E
1
1

3 ねカfてき
~ 

~) -報明日号〕昭和39年5月30日広

、、

i
1

1

 1 
・

2 

算九 十
事年七第

手堅主面 昭:;+岨→幡宮

E雪fE 和 i議 j
‘、 fi"t.n.閃リ ・・・ .. . 

iiii;??会 1
十 A12i壁iだ!

た 涼 訴をし包 守電・ Z 書

fi52!5|歪iとi
D 議重町 !WJ I三三 ι 、v

iziil雲|決!り!
しれ会Q) ~ ".叫刷..凶_A
を れ であ ーr-T. =-""-"T""~

知 しり方

昭和39年度一般会計予算総括表

出!.{位平円

日科

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

(詔
和
三
ア
九
年
度
一
般
会
計

予
算
)

混
入
歳
出
総
額

二
憲

一
平
二
措
万
九
平
円

〔
司
年
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
)

t
t

検
入
歳
出
総
額

二
平
四
百
四
捨
二
万
八
平
内

〔
同
年
国
民
縫
康
保
険
施
設
勘

定
)

歳
入
既
出
総
額

五
干
八
百
二
捨
六
万
三
平
円

M 

(周
年
公
益
賀
屋
特
別
会
計
)

歳
入
歳
出
総
額

二
倍
一
万
七
干
円

〔
周
年
と
場
特
別
会
計
)

歳
入
質
出
総
額

八
捨
四
万
元
平
向

(
周
年
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
)

市凪
入
波
出
総
額

三
エ
三
百
二
倍
二
万
四
千
円

以
上
昭
和
三
「
九
年
度
当
初
予

掠
を
原
混
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
3
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." 教産

充掻

育業

のの

実冥•• 

民
生
の
安
定
を
柱
に

地
方
都
市
の
形
態
完
成
ヘ

ー

町
長
新
年
度
施
政
方
針
!

昭
和
三
十
九
年
度
各
設
E
噂

葉
を
決
定
す
る
第
二
回
定
例
町

議
会
は
三
月
十
七

E
か
ら
二
十

五
日
ま
で
九
日
間
に
亘
り
審
議

さ
れ
決
定
し
ま
し
た
が
、

こ
れ

事
由
予
算
執
行
に
あ
た
り
忍
宴

を
述
ベ
町
民
匁
位
の
密
理
解
と

館
協
力
を
お
踊
い
致
し
度
い
と

存
じ
ま
す
。

町
政
執
行
白
最
大
自
責
務
を

次
E
U掲
げ
ま
し
た
首
題
に
求
め

こ
れ
が
大
巾
な
事
業
予
算
の
肉

付
け
を
行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

一
つ

E
産
業
援
興
‘
二
つ

巴
教
育
白
充
実
、
三
巴
一
民
一
生
旧

安
定
を
期
し
固
に
猪
建
設
事
業

の
推
進
を
な

L
・
以
っ

て
地
方

都
市
と
し
て
由
形
態
を
整
え
、

町
民
生
活
の
よ
り
良
い
向
上
を

副
本
μ
.し
で
再
力

uhい
所
存

で
で
串
り
ま
す
.

一
、
教
育
の
霊
異
と
充
実

①
今
金
中
学
校
々
骨
増
築
事
業

②
詑
石
小
学
校
屋
内
一体
損
場
新

築
工
事

③
今
金
小
学
厳
正
員
住
宅
新
築

工
事

( 3 

@
八
東
小
学
校
へ
き
地
教
員
住

宅
建
設
工
事

由
小
中
学
校
教
育
箆
設
整
備

(

机
、
子
町
更
新
及
び
実
験
器

具
購
入
)
事
業

主
な
る
教
膏
関
係
事
業
を
揮
記

の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
が
と

白
外
教
育
田
地
域
差
を
な
〈
し

た
平
均
的
画
一
的
な
教
育
を
受

け
ら
れ
る
椅
中
学
岐
絞
告
問
題

等
を
年
次
計
菖
を
樹
立
し
推
進

し
度
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

」
寸

t

嵐
剰
の
品
質

①
轟
莱
禅
造
改
善
事
業
の
推
進

②
産
葉
会
盤
建
設
に
伴
う
農
業

経
営
情
苛
体
制
司
宿
立
慣
用

③
利
別
川
総
合
か
ん
排
事
業
早

期
着
工

①
都
農
振
興
の
た
め
造
有
貸
付

牛
白
導
入
策

⑤
緑
化
進
進
と
体
業
安
翼
策

@
毘
和
電
化
事
業
の
推
進

三
、
民
生
安
定

①
低
家
賃
住
宅
建
設
の
准
進

③
児
童
会
館
の
建
設
と
膏
少
年

不
良
化
防
正
対
策

⑤
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営

@
へ
き
地
保
育
所
、
季
節
保
育

所
の
運
営

⑤
じ
ん
芥
し
尿
処
理
の
嘩
的
補

⑤
各
種
伝
民
病
予
防
対
簡
と
宿

生
思
想
の
普
及

⑦
消
防
施
設
整
情
(
ポ

ン
プ
車

一
台
一
種
川
に
E
E
}

⑨
消
防
糟
白
新
設
包
岨
川
ニ
ケ

所
V

臣
、
地
方
都
市
形
態
の
整
情
推

進
①
都
市
計
画
事
業
自
信一
進

②
ダ
ン
プ
カ
ー
導
入
巨
伴
い
辺

路
園
間
整
情

⑤
楢
渠
申
曹
晴
(
永
究
織
化
)

aJ虫
害
復
旧
事
業
の
推
進

⑤
河
川
改
築
事
業
白
推
進

以
上
で
一
般
会
計
援
出
総
額

二
軍
一
干
ニ
袷
万
九
平
問
を
算

え
昨
年
度
巴
比
し
二
千
二
百
五

拾
六
万
八
手
間
の
認
と
け
な
り

ま
す
が
援
と
な
っ
た
主
市
る
理

由
と
し
て
過
年
度
発
生
に
よ
る

虫
害
復
用
事
業
を
大
方
昨
年
度

毘
於
て
実
箆
し
た
こ
と
に
れ
引

も
の
で
三
干
三
百
万
三
千
円
四

滋
と
な
り
ま
す
か
ら
.

ζ

れ
以

外
に
つ
い
て
は
全
般
的
E
増
加

し
て
い
る
釈
で
す
.

ま
た
と
白
財
政
確
保
に
当
つ

て
は
誠
に
苦
慮
さ
れ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
.

己
れ
が
主
な
る
財
震
と
し
て

3

手
円

常

貯
い

裂
回
二
、
九
九

O

i
 

地
方
交

付

説

八

三
、

O
六
九

国
庫
支
出
金

四

一

、
九
六
一

諸

攻

入

二
ニ
、
二
一

O

町

町

一

一

、

λ
六

O

使
用
料
手
数
料

豆

、
八
七
六 --

W
1

・道

支

出

金

玉

、

O
O
七

財

運

収

入

回
、
九
二
三

そ
の
他
収
入

二

=一

一一-一

と
な
り
ま
す
が
、
国
.
道
等
白

崎
劫
に
そ
の
迭
を
も
と
め
る
等

措
置
を
持
ず
る
私
.
な
お
不
定

士
告
げ
止
む
な
く
起
債
に
そ
の

途
を
見
出
し
て
議
入
怠
出
の
均

衡
を
得
た
次
第
で
品
り
ま
す
.

次
に
特
別
会
計
分
と
し
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

(
事
業
勘
定
)

而
世
帯
主
七
割
給
付

②
一
般
接
帯
五
割
給
付

③
助
産
費
給
付

・
葬
祭
費
給
付

共
に
一
件
二
平
円
を
給
付

総
額
二
千
四
百
四
捨
一一
万
λ
干

同
を
計
上

国
民
鍵
部
保
険
持
別
会
計

{箆
設
勘
定
)

総
額
五
干
八
百
二
拾
同
万
三
平

内
を
計
上
し
町
長
名
位
の
健
涜

管
理
と
サ
ー
ビ
ス
を
主
と
し
て

期
待
に

こ
た
へ

、
な
封
北
部
桧

山
田
落
幹
病
院
と
な
る
べ
〈
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て

居
り
ま
す
。

公
益
質
墨
特
別
会
計

，

予
算
総
額
二
拾

一
万
四
干
円
を

と
場
特
別
会
計

予
軍
総
額
八
捨
四
万
六
干
円
を

各
々
計
上
し
て
畠
り
ま
す
。

最
強
巨
町
民
名
位
金
額
の
木

造
に
つ
い
て
は

簡
易
本
遭
事
業
特
別
会
計

'
，

①
浮
木
場
工
事

②
送
水
漉
設
工
事

③
記
水
管
伏
設
工
事

①
市
街
配
水
曹
の
拡
張

等
を
実
施
し
本
年
十
二
月
中

匂
か
ら
各
戸
に
給
水
出
来
る
計

画
で
あ
り
予
算
総
額
三
千
三
百

二
拾
二
万
四
千
件

を
計
上
し
て

あ
り
ま
す。

以
上
を
も
ち
ま
し
て

ご
般
会

計
以
T

六
金
計
に
つ
い
て
‘
昭

和
三
十
九
年
度
予
揮
を
混
じ
ま

し
て
諸
政
方
針
白
視
要
を
述
べ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

等
各
会
計
の
裕
子
究
明
は
支
庄

三
億
二
干
七
百
冶
八
万
七
千
円

民
連
し
ま
し
た
が
、
こ
の
叫

遊
授
に
よ
る

g
業
と
し
て

目
名
川
改
修
改
良
事
業

四
五
、

0
0
0干
円

金
原
川
改
修
工
事

一
ご
ニ
、

0
0
0平
円

オ
チ
ヤ
ラ
ア
ベ
川
改
笹
工
事

三
二
‘

0
0
0
干
円

近
々
実
万
部
理
練
中
宅
地
区
改

皇
工
事

九

七

司

0
0
0千
円

砂
防
ダ
ム
事
莱

一
六
、

onA)九
円

都
市
計
画
事
業

一
八
、

0
0
0平
円

開
発
関
係
事
業
と
し
て
は

神
丘
、
丹
羽
間
道
賂
改
良
工
事

七一

一、

0
0
0
千
円

七
号
線
道
跨
補
装
工
事

六
、

0
0
0平
円

利
別
川
改
修
工
事

九
五
、

0
0
0千
円

種
川
開
拓
道
路
工
事

一
五

.
0
0
0千
円

そ
の
他
道
路
椿
修
工
事

こ
0
.
0
0
0干
円

営
樟
局
関
係
官
業

高
程
沢
括

五
間
格

林
道
事
業

等
は
せ
て
六

O
、

0
0
0干
円

T
由
外
各
程
回
事
業
が
町
一一内
広

場
へ
き
れ
、

国
費
、
道
晩
、
町

費
を
佳
せ
て
八
憶
を
越
え
る
事

業
量
で
あ
り
.
中
央
.
地
方
白

来
往
す
る
要
施
。
た
め
関
係
官

又
建
設
関
係
者
の
来
町
も
賂
別

膏
滋
を
極
め
る
も
の
と
怠
わ
れ

ま

rが
、
敷
地
補
償
、
作
業
場

供
与
或
は
取
引
ヒ
司
事
に
つ
き

ま
し
で
も
町
民
一

般
の
調
理
解

と
御
支
健
御
協
力
を
賜
り
度
く

例
せ
て
、
己
屯
成
果
に
対
し
て

は
特
に
利
害
関
係
者
民
対
し
て

鳴
か
む
組
制
も
起
ら
白
鳳
康
善

を
尽
す
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、

各
位
の
銅
骨
折
と
劫
』
を
懇
請

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

以
上
寺
事
項
に
つ
止
ま
し
て

額
面買を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
と

れ
が
町
政
進
展
の
宰
を
物
語
る

も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
.
己
申

こ
と
は
真
に
町
民
吾
位
と
共
記

事
ぴ
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
と
共
E
.
文
そ
由
佳
替

の
重
大
き
を
思
う
と
き
身
の
引

全
国
間
る
を
寛
え
る
も
の
が
あ
り

寺
6
4
.
，、

こ
れ
等
由
執
行
に
串
た
っ
て

は
町
民
各
位

御
療
従
と
慣

を
滅
き
つ
つ

え
、
池
減
社

福
祉
増
進
白

山
の
産
業
、

地
と
し
て
道

る
開
発
力
を

町
白
面
白
を

〈
町
ー
づ
く
り

覚
悟
で
あ
り、

. 
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険
料
を
納
品
ら
れ
な
い
入
、
つ

ま
り
免
除
等
白
適
用
を
受
け
て

い
る
人
を
除
い
た
二
、
五

O
O

人
の
六
割
程
度
で
す
か
ら
決
し

て
良
い
成
蹴
で
は
な
く
全
道
二

三
O
ケ
町
村
の
う
ち
-
二

O
番

目
位
の
成
績
に
な
っ
て
い
ま
す

自
民
年
金
は
、
相
互
扶
助
由

趣
旨
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い

る
強
制
白
社
会
保
険
で
す
か
ら

-

保
険
料
を
拠
出
し
な

一一

い
人
が
多
数
あ
る
と

4

社
会
保
険
由
意
味
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
寸
d

。
最
近
よ
く
新
聞
.

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
の

ニ
ュ

ー
ス
に
福
祉
国

家
と
い
う
言
葉
が
よ

く
出
て
き
ま
す
が
、

こ
由
福
祉
国
家
達
成

の
条
件
由

一
つ
に
社

会
保
険
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
白
よ
う
に

国
の
目
標
達
成
む
一

つ
の
方
法
で
あ
る
社

今
金
町
の
愚
民
年
金
白
状
況

は
別
表
に
示
し
た
通
り
で
す
が

こ
れ
を
見
ま
す
と
、

加
入
白
面

で
は
.
は
じ
め
に
予
定
し
て
い

た
加
入
者
を
超
え
て
加
入
し
て

い
ま
す
が
.
し
か
し
、
と
白
制

度
で

一
番
大
切
な
保
険
料
白
納

入
の
方
で
は
大
変
に
遮
れ
て
い

ま
す
c

未
だ
未
納
の
人
が
三
軒

以
上
も
あ
り
、
そ
れ
に
実
際
保
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会
保
険
回
充
実
に
国
民
年
金
も

仲
間
入
り
を
し
た
釈
で
あ
り
ま

す
。
国
民
年
金
目
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
白

老
令
、
癒
疾
、
死
亡
等
白
事
故

に
よ
る
生
活
白
困
窮
化
を
防
止

す
る
た
め
白
制
度
で
す
か
ら
是

非
毎
月
由
経
費
と
し
て
保
険
料

を
納
め
る
ζ

と
が
国
民
自
義
務

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
と
で
保
険
料
が
比
較
的
楽

〈
に
納
め
ら
れ
る
方
法
白
保
険

料
納
入
白
組
緑
に
つ
い

τ見
て

み
ま
し
ょ
う
。

先
ず
加
入
者
が
直
接
市
町
村

役
場
に
出
向
て
納
付
寸
毛
こ
と

が
立
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
月
.
又
は
三
ヶ
月
毎
に
役
場

に
出
相
聞
け
る
こ
と
は
大
変
額
し

〈
、
時
間
由
無
駄
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
そ
己
で
部
落
合
平
そ

白
部
落
田
婦
人
会
に
よ
っ
て
集

金
し
て
い
た
だ
く
保
険
料
納
付

回
組
織
が
あ
れ
ば
‘
と
白
糠
な

面
が
改
善
さ
れ
、
例
え
集
笠
の

仕
事
一
が
順
番
に
廻
っ
て
来
て
も

毎
月
毎
月
と
い
っ
た
煩
し
き
が

大
変
合
理
的
巳
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
納
付
組
織
は
既
存
自
納

税
組
合
で
も
、
な
ん
で
も
よ
ろ

し
い
自
で
す
が
、
納
付
組
織
に

よ
る
保
険
料
の
納
付
は
決
し
て

納
入
を
怠
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
途
中
事
故
に
よ
る
年
金

受
給
自
点
に
つ

い
て
は
全
〈
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
む
上
納

付
組
織
に
よ
っ

て
納
付
さ
れ
た

保
険
料
白

5
揺
は
納
付
組
織
に

お
返
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
あ
る
部
落
に
ニ

O
人

の
納
入
者
が
あ
る
と
し
ま
す
と

個
人
で
納
入
す
る
と
二
五
、

0

0
0円
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
納
付
す
る
の
を
忘
れ
て

い
る
う
ち
に
年
金
受
給
白
事
態

が
発
生
し
て
も
場
合
に
よ
っ
て

は
年
金
が
受
給
出
来
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
e

し
か
し
納
付
組

織
が
納
入
す
る
と

一
応
二
五
.

0
0
0円
を
支
出
し
て
か
ら
そ

の
五
彪
白
一

、
二
五

O
円
が
返

還
さ
れ
ま
す
か
ら
結
果
的
に
は

そ
の
団
体
で
二
三
、
七
五

O
円

を
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
L
.
造
中
で
年
金
受
給
自

事
態
が
発
生
し
て
も
心
配
な
い

訳
で
す
固

文
こ
れ
等
に
よ
っ
て
納
入
さ

れ
た
保
険
料
の
-
認
は
種
々
な

施
投
の
投
置
に
必
要
な
貫
主
と

し
て
市
町
村
に
貸
付
ら
れ
る
白

で
す
C

例
え
ば
老
人
ホ

l
ム
、

設
誕
施
設
.
保
育
所
、
体
育
館

等
住
民
福
祉
に
直
接
結
び
付
く

諸
施
設
の
建
設
資
金
に
な
る
釈

で
す
が
、
こ
の
融
資
を
受
け
る

に
も
第
}
の
条
件
は
保
険
料
白

納
入
率
を
対
比
さ
れ
ま
す
か
ら

こ
れ
等
山
諸
施
設
を
実
施
す
る

た
め
に
も
保
険
料
の
完
全
納
付

が
定
要
と
な
っ
て
来
る
の
で
す

以
上
白
よ
う
に
、
国
民
年
金

は
将
来
白
老
令
、
又
は
痕
疾
、

死
亡
に
起
因
す
る
経
済
的
な
苦

し
み
を
柔
げ
る
た
め
、

文
住
民

の
福
祉
向
上
に
役
立
つ
厚
生
施

段
由
設
置
に
も
大
切
な
事
で
す

か
ら
加
入
は
も
と
よ
り
保
険
料

白
納
入
に
つ
い
て
特
に
配
慮
し

て
裁
き
納
付
組
穏
を
皆
さ
ん
白

部
落
で
も
是
非
結
成
し
て
い
た

だ
き
度
い
と
存
じ
ま
す
。
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